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	当社の食品安全検査センターが、食品中の残留農薬一斉試験法の
分野で、国際規格ISO/IEC17025の認定を取得しました


タカラバイオ株式会社（社長：加藤　郁之進）食品安全検査センターは、食品中の残留農薬一斉試験法についての国際規格であるISO/IEC17025試験所としての認定を、本年7月3日付で財団法人 日本適合性認定協会（JAB）から取得しました。企業が、「GC/MSによる農薬等の一斉試験法（農産物）」の分野で、ISO/IEC17025試験所としての認定を受けるのは国内で2社目です。
この認定は、その試験所が「信頼できるデータを提供する能力及び体制が整備されている」ことが公式に認められたことを意味します。品質マネジメントシステムのみが審査対象となる国際規格であるISO9001に対して、ISO/IEC17025は品質マネジメントシステムに加え、試験方法・職員の技術能力・施設・設備・環境等の技術的要求事項においても国際基準に適合することを示す規格です。
このISO/IEC17025試験所の認定取得により、食品安全検査センターでは食品中の残留農薬一斉試験法について、以下のことを国際的に認められたことになります：
1． 国際標準での品質システムを運営している
2． 技術的に国家規格に適合している
3． 技術的に妥当な結果を出す能力（分析データの信頼性は国際レベル）がある
　残留農薬検査の精密な管理が求められている昨今、食品安全検査センターでは「残留農薬一斉分析TaKaRa530」、「輸入食品モニタリング436農薬一斉定量分析」、「400農薬一斉定量分析（ポジティブリスト制度対応）」などの残留農薬の分析受託のサービスを実施しています。
残留農薬分析に関するお問い合わせ：

食品安全検査センター　TEL 077-543-7280

http://www.takara-bio.co.jp/anzen/
当資料取り扱い上の注意点
資料中の当社の現在の計画、見通し、戦略、確信などのうち、歴史的事実でないものは、将来の業績に関する見通しであり、これらは現時点において入手可能な情報から得られた当社経営陣の判断に基づくものですが、重大なリスクや不確実性を含んでいる情報から得られた多くの仮定および考えに基づきなされたものであります。実際の業績は、さまざまな要素によりこれら予測とは大きく異なる結果となり得ることをご承知おきください。実際の業績に影響を与える要素には、経済情勢、特に消費動向、為替レートの変動、法律・行政制度の変化、競合会社の価格・製品戦略による圧力、当社の既存製品および新製品の販売力の低下、生産中断、当社の知的所有権に対する侵害、急速な技術革新、重大な訴訟における不利な判決等がありますが、業績に影響を与える要素はこれらに限定されるものではありません。
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この資料は、７月２日に京都経済記者クラブに配布しています。
	この件に関するお問い合わせ先
タカラバイオ株式会社
バイオインダストリー部
Tel 077-543-7235


＜参考資料＞
【語句説明】
農薬一斉試験法
数十種類以上の農薬を同時に迅速に分析する方法で、迅速に多くの農薬を網羅的に分析することができます。近年、サンプルの前処理技術や質量分析装置の利用などにより飛躍的に多成分の農薬分析が可能となっています。
GC/MS

　ガスクロマトグラフ（GC）で分離した有機物をイオン化し、オンラインで質量分析計（MS）に導入して質量スペクトルを測定するための装置です。マススペクトル上の質量数から有機物の構造決定、定性、定量分析ができます。
ISO/IEC17025

　試験または校正を行う能力に関する一般要求事項（品質と技術能力）を規定した国際規格です。
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